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薬
師
堂
跡
の
石
仏
の
移
設 

塩
原 

富
男 

  

赤
羽
根
七
三
（
下
赤
）
の
薬
師
堂
跡
に
遺
さ
れ
て
い

た
数
々
の
石
仏
が
、
道
祖
神
を
除
き
、
予
定
さ
れ
て
い

た
赤
羽
根
三
二
二
二
（
中
赤
）
の
西
光
寺
（
浄
土
宗
）

の
境
内
に
移
さ
れ
、
祀
り
な
お
さ
れ
て
い
た
。 

 

下
赤
の
薬
師
堂
跡
は
、
地
元
の
自
治
会
館
と
し
て
使

わ
れ
て
い
た
が
、
の
ち
に
会
館
が
別
の
場
所
に
新
設
さ

れ
て
か
ら
は
老
朽
化
も
あ
っ
て
撤
去
さ
れ
た
ま
ま
に

な
っ
て
い
た
。 

 

薬
師
堂
参
道
の
右
側
の
小
屋
に
は
弘
法
大
師
坐
像

や
地
蔵
尊
な
ど
が
、
そ
の
手
前
に
は
徳
本
塔
や
庚
申
塔

が
並
ん
で
建
っ
て
い
て
、
参
道
入
口
の
道
路
沿
い
に
は

道
祖
神
が
祀
ら
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
小
屋
の
左
側
に

は
二
十
三
夜
塔
が
ひ
っ
そ
り
祀
ら
れ
て
い
た
。 

       
 

「
文
化
三
年
」
銘
の
双
体
道
祖
神
は
、
今
回
の
移
設

に
伴
い
、
同
所
か
ら
わ
ず
か
に
北
に
あ
る
辻
の
角
に
移

さ
れ
、
同
時
に
建
立
二
〇
〇
年
を
記
念
し
て
「
道
祖
神
」

の
碑
が
新
設
さ
れ
た
。
そ
の
碑
文
に
よ
る
と
、
改
装
の

日
は
平
成
十
八
年
十
一
月
十
四
日
で
、
氏
子
中
と
し
て

十
一
人
の
名
が
み
え
る
。 

 

こ
の
道
祖
神
は
当
初
、
小
出
県
道
の
別
れ
道
に
あ
っ

た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
新
た
な
こ
の
場
所
は
、
道
祖
神

の
在
り
方
と
し
て
本
来
の
姿
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

そ
の
脇
に
建
つ
碑
は
、
ま
る
で
護
衛
の
役
割
を
し
て
い

る
よ
う
で
も
あ
る
。
碑
文
を
略
記
す
る
と
、
冒
頭
に
「
道

祖
神 

文
化
三
年
寅

正
月
十
四
日
（
一
八
〇
六
）
年
建

立 

（
双
体
像
）
両
神
が
握
手
を
し
て
い
る
」
と
記
し
、

建
立
の
年
代
で
あ
る
文
化
文
政
年
間
に
つ
い
て
は
、
時

の
天
皇
と
将
軍
の
名
を
挙
げ
、
ま
た
当
時
活
躍
し
た
文

化
人
と
し
て
、
葛
飾
北
斎
・
安
藤
広
重
・
谷
文
晁
・
丸

山
応
挙
・
鶴
屋
南
北
・
十
辺
舎
一
九
・
滝
沢
馬
琴
・
式

亭
三
馬
・
小
林
一
茶
と
九
人
の
名
を
記
し
て
い
る
。 

 

こ
こ
で
私
感
で
あ
る
が
、
建
立
の
時
代
背
景
の
説
明

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
後
世
に
残
る
碑
で
あ
れ
ば
、

人
々
の
生
活
と
民
間
信
仰
と
の
関
わ
り
が
希
薄
に
な

り
つ
つ
あ
る
昨
今
、
「
道
祖
神
」
の
由
来
・
存
在
理
由

な
ど
を
明
記
し
て
も
良
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
、
こ

の
立
派
な
碑
を
前
に
思
っ
た
の
で
あ
る
。 

             

（
赤
羽
根
の
道
祖
神
と
記
念
碑
） 

  

な
お
、
付
記
す
れ
ば
、
円
蔵
の
山
王
社
前
の
路
傍
に

あ
る
双
体
道
祖
神
と
並
ぶ
、
鶴
田
あ
し
か
び
の
句
碑

「
春
や
春 

岐
路
に
立
て
ど
も 

和
合
神
」
は
、
こ
こ

の
道
祖
神
を
訪
ね
た
時
の
吟
と
聞
い
て
い
る
。 

 

徳
本
塔
等
の
移
設
も
道
祖
神
と
前
後
し
て
行
わ
れ
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た
よ
う
で
あ
る
が
、
移
設
先
へ
運
ば
れ
た
の
は
一
年
ほ

ど
前
だ
っ
た
と
い
う
。
祀
り
な
お
さ
れ
た
場
所
は
西
光

寺
の
境
内
で
、
山
門
を
入
っ
て
左
手
墓
地
入
口
の
手
前

の
左
端
、
宝
篋
印
塔
の
左
手
に
あ
る
。
奥
の
徳
本
塔
を

中
心
に
し
て
左
に
二
十
三
夜
塔
、
右
に
墓
塔
と
思
わ
れ

る
も
の
（
銘
文
な
ど
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
）
、
そ
の
手

前
に
庚
申
塔
三
基
、
一
番
手
前
に
地
蔵
尊
・
弘
法
大
師

坐
像
、
そ
れ
に
可
愛
い
地
蔵
さ
ん
が
並
ん
で
い
る
。
こ

う
し
て
新
し
く
祀
り
な
お
さ
れ
た
の
は
嬉
し
い
限
り

で
あ
る
。 

            

（
西
光
寺
に
ま
つ
ら
れ
た
石
仏
群
） 

  

ち
な
み
に
、
西
光
寺
に
移
設
さ
れ
た
石
仏
は
次
の
通

り
で
あ
る
。 

①
徳
本
塔 

文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
②
庚
申
塔 

寛

文
五
年
（
一
六
六
五
）
③
庚
申
塔 

元
禄
三
年
（
一
六

九
〇
）
④
庚
申
塔 

宝
永
七
年
（
一
七
一
〇
）
⑤
弘
法

大
師
坐
像 

文
政
三
年
（
一
八
二
〇
）
⑥
地
蔵
尊
立
像 

紀
年
不
明
⑦
二
十
三
夜
塔 

天
保
十
四
年
（
一
八
四

三
）
⑧
墓
塔
？ 

紀
年
不
明 

（
平
成
十
九
年
四
月
三

十
日
確
認
） 

   

八
王
子
み
ち
雑
感 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

金
子 

栄
司 

  
『
海
老
名
の
庚
申
塔
』
（
海
老
名
市
教
育
委
員
会
発

行
、
一
九
九
六
年
）
の
中
に
南
湖
と
須
賀
の
漁
に
触
れ

た
記
述
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
庚
申
塔
に
刻
ま
れ
た
道
し

る
べ
「
一
の
み
や
、
や
バ
た
道
」
が
示
す
方
向
は
目
久

尻
川
沿
い
の
道
で
あ
り
、
作
場
道
（
農
道
）
な
の
で
あ

る
。 

 

こ
の
庚
申
塔
の
あ
る
場
所
は
、
藤
沢
厚
木
線
の
海
老

名
市
本
郷
の
「
恩
馬
ヶ
原
」
バ
ス
停
に
近
い
Ｙ
字
路
（
細

い
道
を
含
め
る
と
五
叉
路
）
で
あ
る
。
道
し
る
べ
は
用

田
の
辻
へ
の
道
と
、
「
一
の
み
や
、
や
バ
た
道
」
の
方

向
を
示
し
て
い
る
。 

 

茅
ヶ
崎
の
八
王
子
道
は
、
今
宿
を
基
点
と
す
る
道
と

西
久
保
の
日
吉
神
社
前
を
通
る
道
と
が
あ
り
、
後
者
は

「
さ
か
な
道
」
と
も
呼
ば
れ
る
道
で
あ
る
。
前
述
の
『
海

老
名
の
庚
申
塔
』
に
よ
る
と
、
こ
の
塔
が
倒
れ
て
い
る

と
茅
ヶ
崎
、
須
賀
が
豊
漁
と
な
る
と
い
わ
れ
て
い
た
の

で
、
魚
屋
が
よ
く
倒
し
に
や
っ
て
来
た
と
あ
る
。 

          

（
海
老
名
市
本
郷
の
庚
申
塔
） 

  

【
銘
文
】 

 

右
面 

 

右 

一
の
み
や

や

バ

た 

道 

  

正
面 

 

庚
申
塔 

  

左
面 

 

左 

ふ
ぢ
澤 

か
ま
く
ら 

道 
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（
海
老
名
市
本
郷
の
恩
馬
ヶ
原
バ
ス
停
周
辺
地
図
） 

  

で
は
、
こ
の
二
つ
の
道
と
「
一
の
み
や
、
や
バ
た
道
」

は
ど
こ
で
結
び
つ
く
の
だ
ろ
う
か
。 

 

今
宿
か
ら
の
道
は
、
寒
川
神
社
で
相
模
線
沿
い
に
北

上
す
る
道
と
神
社
を
挟
ん
で
東
側
を
併
走
す
る
よ
う

に
北
上
す
る
道
と
な
る
。
日
吉
神
社
前
の
道
は
景
観
寺

の
東
側
を
北
上
し
て
、
中
原
街
道
に
出
て
用
田
か
ら
藤

沢
厚
木
線
で
八
王
子
を
目
指
す
道
と
な
る
。 

 

「
恩
馬
ヶ
原
」
バ
ス
停
か
ら
道
し
る
べ
に
し
た
が
っ

て
、
「
一
の
み
や
、
や
バ
た
道
」
を
地
図
の
中
で
逆
に

辿
っ
て
み
る
。
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
南
下
し
て
柏
尾

通
り
大
山
道
を
横
切
り
目
久
尻
川
に
突
き
当
た
る
。
こ

こ
は
用
田
の
辻
の
お
よ
そ
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
西
方
に

あ
た
る
。
上
流
に
向
か
え
ば
用
田
橋
、
下
流
を
目
指
せ

ば
寒
川
橋
、
橋
を
渡
れ
ば
寒
川
神
社
が
あ
り
、
神
社
前

の
道
は
今
宿
を
起
点
と
す
る
八
王
子
道
で
あ
る
。
ま
た
、

西
久
保
の
日
吉
神
社
前
の
道
に
も
通
じ
て
い
る
。 

 

か
つ
て
目
久
尻
川
は
大
き
く
蛇
行
し
て
お
り
、
そ
の

流
域
に
は
耕
地
が
あ
っ
た
。
寒
川
橋
に
通
じ
る
川
沿
い

の
道
は
、
ど
の
辺
り
を
通
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

萩
園
の
三
島
神
社
を
起
点
に
寒
川
橋
に
向
か
い
、
目

久
尻
川
沿
い
に
海
老
名
市
本
郷
を
目
指
し
て
み
た
。

「
田
端
」
バ
ス
停
に
あ
る
「
伊
勢
講
成
就
」
銘
の
石
塔

に
は
「
左
な
ん
こ
道
」
「
右
馬
入
道
」
と
刻
ま
れ
て
い

る
。
こ
こ
が
南
湖
と
須
賀
に
通
じ
て
い
た
こ
と
を
実
感

す
る
。 

 

寒
川
橋
左
岸
東
側
の
脇
に
は
「
庚
申
石
橋
供
養
」
銘

の
塔
が
あ
り
、
そ
の
右
面
に
「
右 

国
分
寺
道
」
と
示

さ
れ
て
い
る
。
道
標
に
従
え
ば
左
岸
を
上
流
に
向
か
っ

た
こ
と
に
な
る
。
そ
の
土
手
に
は
雑
草
が
密
生
し
て
い

る
。 

 

右
岸
を
行
く
と
、
旭
橋
で
土
手
の
道
が
切
れ
る
。
左

折
し
て
す
ぐ
右
折
す
る
と
、
反
対
側
の
道
端
に
五
～
六

基
、
雑
然
と
石
仏
が
置
か
れ
て
い
る
。
「
奉
納
西
国
秩

父
板
東
供
養
」
の
銘
が
あ
る
こ
の
塔
に
は
、
「
南 

一

ノ
宮
、
北 

国
分
寺
道
」
と
道
標
が
刻
ん
で
あ
る
。
道

は
こ
こ
で
分
か
れ
る
。
そ
の
道
な
り
に
真
っ
直
ぐ
畑
の

中
を
行
く
。 

 

相
模
川
左
岸
用
水
路
の
先
は
突
き
当
た
り
で
、
正
面

に
は
「
地
神
宮
」
銘
の
石
塔
が
あ
る
。
そ
の
左
面
に
は

「
南 

一
ノ
宮
、
北 

国
分
寺
。
旭
橋
際
と
同
様
な
道

し
る
べ
。
右
側
面
は
此
方 

作
場
道
。
」
と
あ
る
。
文

政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
朝
日
（
原
文
マ
マ
）
村
か
ら

の
寄
進
者
の
名
が
基
壇
三
面
に
刻
ん
で
あ
る
。 

 

突
き
当
た
り
を
左
に
向
か
い
、
時
計
回
り
に
カ
ー
ブ

し
直
進
す
る
と
、
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
先
の
四
辻
の
右
手

前
の
地
蔵
堂
に
、
石
仏
が
七
～
八
基
ま
と
め
て
置
か
れ

て
い
る
。
ど
の
石
仏
も
角
は
丸
く
な
り
、
表
面
は
剥
離

し
て
状
態
は
良
く
な
い
。
塔
身
の
下
方
は
地
中
に
埋
ま

っ
て
い
る
。
二
基
の
庚
申
塔
の
道
標
は
、
「
此
方 

こ

く
ぶ
ん
、
此
方 

一
ノ
宮
」、「
南 

一
の
宮
ミ
ち
、
北 

国
分
寺
、
東 

ふ
し
沢
・
鎌
」
と
読
め
る
。 

 

こ
の
辻
を
西
に
行
く
と
才
戸
（
寒
川
町
）
、
東
は
宮

原
へ
出
て
藤
沢
へ
と
続
く
。
「
北 

国
分
寺
」
と
あ
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
は
目
久
尻
川
と
平
行
し
て
い
る
道
で

あ
る
。
直
進
す
る
道
は
用
田
橋
に
通
じ
る
。
東
海
道
新

幹
線
の
切
通
し
の
あ
る
辺
り
は
、
寒
川
町
の
最
北
東
で
、

藤
沢
・
海
老
名
・
綾
瀬
の
市
堺
に
も
近
い
。
富
士
ゼ
ロ

ッ
ク
ス
や
本
郷
工
業
団
地
、
高
座
施
設
組
合
の
室
内
温

水
プ
ー
ル
、
衛
生
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
建
設
さ
れ
て
、
か

つ
て
の
道
は
分
か
ら
な
い
が
、
本
郷
工
業
団
地
の
真
北

に
「
恩
馬
ヶ
原
」
バ
ス
停
が
あ
る
。 

 

こ
の
あ
ら
ま
し
を
民
俗
行
事
部
会
で
披
露
し
た
と

こ
ろ
、「
『
海
老
名
の
庚
申
塔
』
の
編
集
の
際
に
『
南
湖

と
須
賀
の
漁
』
の
話
を
し
た
の
は
私
だ
よ
。
」
と
、
Ｔ
・
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Ｔ
さ
ん
の
ご
指
摘
を
う
け
た
。 

   

市
内
の
石
造
物
（
石
仏
）
か
ら 

（
二
） 

加
藤 

幸
一 

 

「
ち
が
さ
き
の
石
仏
」
第
九
号
（
二
〇
〇
七
年
四
月

発
行
）
で
、
市
内
の
古
い
石
造
物
を
紹
介
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
周
辺
の
地
域
に
は
な
い
珍
し
い
石
造
物
（
石

仏
）
を
紹
介
し
ま
す
。 

  一
、
杖
を
持
っ
た
道
祖
神 

 

中
島
の
路
傍
に
あ
る
お
堂
の
中
に
、
杖
を
持
っ
た
道

祖
神
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
「
文
化
三
年
二
月
吉
日 

二
ッ
谷
講
中
」
と
刻
銘
さ
れ
て
い
る
双
体
像
で
、
男
神

像
は
短
い
袴
を
着
て
杖
を
持
っ
て
お
り
、
隣
に
並
ぶ
女

神
像
の
穏
や
か
な
顔
立
ち
に
反
し
て
怒
っ
た
よ
う
な

表
情
に
み
え
ま
す
。
こ
の
男
神
像
の
左
足
の
構
え
は
、

市
内
に
あ
る
多
く
の
像
と
違
っ
て
動
き
が
あ
り
、
珍
し

い
形
態
の
道
祖
神
で
す
。 

  

                

（
中
島
・
道
祖
神
） 

 

『
日
本
書
紀
』
に
よ
る
と
、
黄
泉
国
で
妻
の
伊
弉
冉

尊
（
イ
ザ
ナ
ミ
）
の
変
わ
り
果
て
た
姿
を
見
て
逃
げ
出

し
た
伊
弉
諾
尊
（
イ
ザ
ナ
ギ
）
が
、
泉
津
平
坂
（
よ
も

つ
ひ
ら
さ
か
）
で
巨
大
な
岩
を
も
っ
て
路
を
塞
ぎ
、
イ

ザ
ナ
ミ
に
「
こ
れ
よ
り
先
は
来
る
な
」
と
投
げ
つ
け
た

杖
か
ら
成
っ
た
神
が
岐
神
（
フ
ナ
ド
ノ
カ
ミ
）
で
あ
る

と
い
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
岐
神
は
路
に
立
っ
て
悪
霊
を

追
い
返
す
も
の
と
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
岐
神
と
道
祖
神
が

習
合
し
た
の
で
し
ょ
う
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
こ
の

道
祖
神
は
神
話
の
説
話
を
あ
ら
わ
し
た
も
の
で
あ
り
、

な
ぜ
杖
を
持
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
疑
問
の
答
え
に

も
繋
が
り
ま
す
。 

               

（
道
祖
神
の
市
内
分
布
図
） 

  

二
、
変
わ
っ
た
文
字
の
道
祖
神 

 

菱
沼
八
王
子
神
社
の
境
内
に
、
「
道
」
の
字
が
「
衢

（
ち
ま
た
）
」
の
隷
書
体
に
な
っ
て
い
る
道
祖
神
が
あ
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り
ま
す
。
ち
な
み
に
、「
明
治
二
十
七
年
一
月
建
立 

氏

子
中
」
と
刻
銘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

                  

（
菱
沼
八
王
子
神
社
・
道
祖
神
） 

  

こ
の
「
衢
」
が
道
祖
神
と
ど
う
関
わ
り
が
あ
る
の
か

と
い
う
と
、
記
紀
神
話
で
は
天
照
大
御
神
の
孫
で
あ
る

邇
邇
芸
尊
（
ニ
ニ
ギ
ノ
ミ
コ
ト
）
が
高
天
原
か
ら
日
向

の
高
千
穂
に
降
り
て
い
く
、
い
わ
ゆ
る
天
孫
降
臨
の
場

面
に
お
い
て
、
猿
田
毘
古
神
（
サ
ル
タ
ビ
コ
ノ
カ
ミ
）

が
天
の
八
衢
（
あ
め
の
や
ち
ま
た
）
に
出
迎
え
先
導
を

申
し
出
る
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
『
延
喜
式
』

に
よ
る
と
、
都
に
災
厄
が
入
る
の
を
防
ぐ
道
饗
祭
（
み

ち
あ
え
の
ま
つ
り
）
で
は
八
衢
比
古
（
ヤ
チ
マ
タ
ヒ
コ
）
、

八
衢
比
売
（
ヤ
チ
マ
タ
ヒ
メ
）
と
い
う
神
を
祀
っ
て
い

ま
す
。 

 

つ
ま
り
、
こ
の
道
祖
神
碑
は
記
紀
等
に
記
さ
れ
て
い

る
「
衢
」
の
文
字
が
用
い
ら
れ
た
も
の
で
、
市
周
辺
の

地
域
で
は
見
ら
れ
な
い
貴
重
な
道
祖
神
碑
で
も
あ
り

ま
す
。 

  

三
、
「
猿
田
彦
大
神
」
の
道
祖
神
と
庚
申
塔 

 
前
項
で
示
し
た
天
孫
降
臨
で
先
導
役
を
務
め
た
猿

田
毘
古
神
（
猿
田
彦
神
）
は
、
そ
の
「
道
案
内
」
と
い

う
性
質
か
ら
道
祖
神
と
同
一
視
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
庚
申
の
申
に
ち
な
ん
で
猿
田
毘
古
神
と
庚
申
信
仰

も
結
び
つ
い
て
い
き
ま
す
。
猿
田
毘
古
神
の
名
が
刻
ま

れ
た
碑
は
、
市
内
に
三
基
あ
り
ま
す
。 

 

そ
の
う
ち
の
一
基
は
、
柳
島
海
岸
の
厳
島
神
社
（
通

称
弁
天
さ
ま
）
の
境
内
に
あ
り
ま
す
。
天
保
八
年
の
建

立
で
「
猿
田
彦
大
神
」
と
刻
銘
さ
れ
た
道
祖
神
で
す
。 

  

          

（
厳
島
神
社
・
道
祖
神
） 

  

ま
た
、
下
寺
尾
の
白
峯
寺
に
あ
る
「
猿
田
彦
大
神
」

と
刻
銘
さ
れ
た
碑
は
、
明
治
十
二
年
二
月
建
立
の
庚
申

塔
で
す
。
猿
田
毘
古
神
は
道
祖
神
、
ま
た
は
庚
申
塔
と

し
て
祀
ら
れ
て
お
り
、
地
域
に
よ
っ
て
そ
の
違
い
を
う

か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

  

四
、
帝
釈
天
像
の
庚
申
塔 

 

南
湖
二
丁
目
の
個
人
宅
地
内
の
道
路
側
に
、
庚
申
塔

が
三
基
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の
一
基
が
柴
又
帝
釈
天
板

本
尊
々
形
の
庚
申
塔
で
、
全
国
的
に
み
て
も
珍
し
い
貴

重
な
庚
申
塔
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。 
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（
南
湖
・
柴
又
帝
釈
天
板
本
尊
々
形
の
庚
申
塔
） 

  

東
京
都
葛
飾
区
に
あ
る
日
蓮
宗
の
経
栄
山
題
経
寺

は
、
通
称
「
柴
又
の
帝
釈
天
」
と
し
て
親
し
ま
れ
、
映

画
『
男
は
つ
ら
い
よ
』
シ
リ
ー
ズ
ゆ
か
り
の
地
と
し
て

有
名
で
す
。
本
尊
は
、
日
蓮
上
人
が
自
ら
刻
ん
だ
と
い

わ
れ
る
帝
釈
天
像
で
、
板
本
尊
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
本
尊
は
一
時
所
在
不
明
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

本
堂
を
修
理
し
た
際
に
発
見
さ
れ
、
そ
の
と
き
が
ち
ょ

う
ど
庚
申
の
日
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
庚
申
信
仰
と
結

び
つ
き
、
庚
申
の
日
に
は
縁
日
が
た
つ
よ
う
に
な
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ
の
南
湖
に
あ
る
庚
申
塔
に
は
、
右
手
に
剣
を
持
ち
、

左
手
を
開
い
た
忿
怒
の
相
を
あ
ら
わ
し
た
帝
釈
天
が

彫
ら
れ
て
い
ま
す
。
建
立
年
は
不
明
で
す
が
、
像
の
上

部
に
は
「
帝
釈
天
」
と
の
文
字
が
刻
銘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

       

（
帝
釈
天
王
御
尊
影
） 

  

五
、
狛
犬
か
獅
子
か 

 

狛
犬
は
邪
を
退
け
、
神
前
守
護
の
意
味
を
も
つ
と
し

て
、
神
社
の
社
殿
前
や
参
道
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
左
右
一
対
で
、
一
方
が
口
を
開
け
、
も
う
一
方
は

閉
じ
て
い
る
と
い
う
「
阿
吽
」
の
形
態
が
一
般
的
で
す
。 

南
湖
中
町
の
八
雲
神
社
の
狛
犬
は
、
岩
石
上
に
置
か

れ
て
お
り
、
そ
の
様
相
か
ら
狛
犬
と
い
う
よ
り
岩
獅
子

と
呼
ん
だ
方
が
良
い
の
で
は
な
い
か
と
も
思
い
ま
す
。 

 
 

こ
れ
は
昭
和
五
年
の
建
立
の
も
の
で
、
奉
納
者
の
地

域
名
を
見
る
と
、
地
元
の
中
町
・
上
町
・
下
町
は
も
ち

ろ
ん
、
浅
草
・
横
浜
・
横
須
賀
・
腰
越
・
大
井
・
平
塚

と
も
あ
り
、
神
社
と
地
域
の
関
わ
り
の
広
さ
が
わ
か
り

ま
す
。 

   

                 

（
南
湖
八
雲
神
社
・
狛
犬
） 

  

岩
石
上
の
獅
子
は
親
子
で
し
ょ
う
か
。
ま
る
で
獅
子

の
子
落
と
し
を
連
想
さ
せ
る
情
景
で
す
。
親
か
ら
突
き

放
さ
れ
た
子
獅
子
が
必
死
に
な
っ
て
岩
を
よ
じ
登
る

様
子
を
厳
し
い
表
情
で
見
て
い
る
親
獅
子
の
そ
の
姿

は
、
見
る
人
に
よ
っ
て
異
な
る
想
い
を
抱
か
せ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。 

 

関
東
で
有
名
な
岩
獅
子
と
し
て
は
、
成
田
不
動
（
千
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葉
）
や
神
田
明
神
（
東
京
）
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
ふ
ま
え
た
上
で
も
、
南
湖
の
八
雲
神
社
の
岩
獅
子

（
狛
犬
）
の
よ
う
に
、
前
者
に
劣
る
こ
と
な
く
、
ふ
く

よ
か
な
体
型
の
中
に
も
厳
し
さ
を
感
じ
る
狛
犬
は
大

変
珍
し
い
と
思
い
ま
す
。 

          

（
千
葉
成
田
山
新
勝
寺
・
岩
獅
子
） 

  

市
内
に
あ
る
二
十
五
対
の
狛
犬
の
中
で
、
動
き
の
あ

る
狛
犬
は
、
こ
の
八
雲
神
社
の
み
で
す
が
、
こ
れ
に
似

た
親
子
獅
子
の
像
が
堤
の
浄
見
寺
で
み
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

    

西
久
保
「
北
向
地
蔵
」
初
代
と
二
代
目 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

飯
岡 

英
仁 

  

現
在
の
北
向
地
蔵
は
い
わ
ゆ
る
「
二
代
目
」
の
も
の

で
、
文
久
二
年
（
一
八
六
二
）
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で

す
。
な
ぜ
再
建
さ
れ
た
の
か
、
初
代
の
も
の
は
ど
こ
に

行
っ
た
の
か
疑
問
に
思
い
、
時
間
を
か
け
て
探
し
て
み

ま
し
た
。 

          

（
「
二
代
目
」
北
向
地
蔵
） 

 

初
代
の
地
蔵
菩
薩
は
、
宝
生
寺
の
山
門
右
手
に
あ
り

ま
し
た
。
道
標
は
境
内
に
横
向
き
に
安
置
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
そ
の
拓
本
を
取
っ
て
調
べ
た
と
こ
ろ
、
「
宝
暦

七
年
（
一
七
五
七
）
」
と
何
と
か
読
み
取
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
な
ぜ
再
建
さ
れ
た
の
か
考
え
る
に
、
ま
ず

初
代
は
建
立
し
て
か
ら
百
年
が
経
ち
老
朽
化
し
て
い

た
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。
次
に
、
再
建
当
時
の
北
向
地

蔵
が
あ
っ
た
辻
は
人
通
り
が
多
く
、
大
変
賑
わ
っ
た
そ

う
で
す
。
そ
の
た
め
、
二
方
向
の
道
し
る
べ
で
は
不
便

を
感
じ
た
親
切
な
村
人
が
一
方
向
を
追
加
し
、
道
し
る

べ
を
三
方
向
に
し
て
再
建
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。 

         

（
宝
生
寺
山
門
・
「
初
代
」
北
向
地
蔵
） 

          

（
「
初
代
」
道
標
） 



2008 年（平成 20 年）3 月 15 日    ちがさきの石仏            （第 10 号） 

 - 8 -

【
銘
文
】 

 

初
代 

正
面 

 

右 
子
之
権
現
道 

 
 
 
 

左 
南
湖
道 

左
面 

 

宝
暦
七
丁
丑
歳
十
一
月
十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地
蔵
講
中 

 

二
代
目 

右
面 

 

相
劦
高
座
郡
西
久
保
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

念
仏
講
中 

正
面 

 

右 

子
之
権
現 

 
 
 
 

北 

一
之
宮 

道 
 
 
 
 

左 

南 

湖 

左
面 

 

文
久
戌
年
十
一
月
二
十
一
日
再
建 

   

異
体
字
・
続
（
二
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

樋
田 

豊
宏 

  

以
前
の
「
ち
が
さ
き
の
石
仏
」
第
八
号
（
二
〇
〇
五

年
三
月
発
行
）
に
も
、
思
い
着
く
ま
ま
に
異
体
字
に
つ

い
て
書
き
ま
し
た
が
、
今
回
新
た
に
幾
つ
か
あ
げ
て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

「
霛
」
の
字
が
使
わ
れ
て
い
た
も
の
は
、
小
田
原
久

野
の
東
泉
寺
に
「
萬
霛
塔
」
と
刻
さ
れ
た
万
霊
塔
が
あ

り
ま
し
た
。
同
じ
く
早
川
の
海
蔵
寺
（
一
夜
城
の
合
戦

で
討
死
に
し
た
堀
政
の
墓
が
あ
る
寺
）
に
も
あ
り
ま
し

た
。
開
成
町
吉
田
島
の
大
長
寺
に
は
「
三
界
万
霛
塔
」

と
刻
銘
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
、
厚
木
市
飯
山
の
金
剛
寺

の
法
篋
塔
に
は
「
萬
霛
」
と
の
み
あ
り
ま
し
た
。
藤
沢

市
鵠
沼
四
丁
目
に
は
「
溺
死
者
霛
」
と
銘
の
あ
る
も
の

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
下
大
井
町
泉
蔵
院
や
竺
土
寺
、

東
泉
寺
に
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
三
島
市
に
も
「
万
霛

塔
」
と
刻
銘
さ
れ
た
も
の
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
真
立
寺

に
は
一
つ
、
東
通
寺
に
は
二
つ
、
妙
泉
寺
に
は
十
七
、

さ
ら
に
匡
王
寺
、
恵
明
寺
に
も
二
つ
あ
り
、
大
場
の
光

明
寺
に
は
「
三
界
萬
霛
」
と
刻
さ
れ
た
も
の
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
本
覚
寺
に
は
延
宝
四
年
建
立
の
石
塔
に

「･
･･

霛
」
と
の
銘
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

「

」
と
い
う
異
体
字
に
つ
い
て
、
海
老
名
市
中

新
田
の
海
源
寺
や
三
島
市
本
覚
寺
の
も
の
は
前
々
号

に
お
い
て
書
き
ま
し
た
が
、
そ
の
他
と
し
て
次
の
も
の

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

ま
ず
、
平
塚
市
広
川
の
善
福
寺
に
あ
る
飼
い
犬
（
ポ

チ
）
の
墓
に
「

」
の
銘
が
あ
り
、
小
田
原
酒
匂
の

法
船
寺
や
同
じ
く
酒
匂
の
弘
経
寺
、
下
大
井
泉
蔵
院
に

も
あ
り
ま
す
。
な
か
で
も
南
足
柄
市
天
王
院
で
は
今
も

使
わ
れ
て
い
て
、
昭
和
十
年
、
十
四
年
、
二
十
二
年
建

立
の
比
較
的
新
し
い
時
代
の
も
の
が
沢
山
あ
り
、
全
て

で
二
十
五
の
墓
石
に
「

」
の
字
の
銘
が
あ
り
ま
す
。 

 

さ
ら
に
、
「

」
と
い
う
「
今
」
の
字
を
鏡
文
字
で

表
し
た
よ
う
な
異
体
字
が
、
海
老
名
市
中
新
田
の
海
源

寺
に
あ
る
今
福
家
の
墓
石
と
、
平
塚
市
上
平
塚
宝
積
寺

に
あ
り
ま
す
。 

 

他
の
異
体
字
に
つ
い
て
も
挙
げ
て
み
る
と
、
例
え
ば

「
三
」
の
字
は
「
弎
」
と
表
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
、
厚

木
市
沼
水
の
熊
野
神
社
に
あ
る
日
露
戦
争
の
記
念
碑

に
「
明
治
弎
拾
七･

八
年
」
と
刻
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
木
曽
谷
の
大
鹿
村
定
勝
寺
の
庚
申
塔
に
は
「
弎

尸
虫
」
と
あ
り
ま
す
。
開
成
町
の
大
通
寺
の
お
堂
に
も

「
弎
」
と
あ
り
、
ま
た
茅
ヶ
崎
市
萩
園
三
島
神
社
の
大

正
大
地
震
の
碑
に
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

次
い
で
、「
一
」
の
字
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
弌
」
と

表
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
宗
教
的
に

み
る
と
時
宗
の
寺
に
多
い
よ
う
で
す
。
そ
れ
も
ご
婦
人

方
の
戒
名
に
多
い
よ
う
で
す
。
相
模
原
の
当
麻
山
無
量

光
寺
の
墓
に
あ
り
、
「
弌
院
」
と
い
う
院
号
が
付
い
て

い
ま
す
。
藤
沢
の
遊
行
寺
の
墓
石
に
も
多
く
み
ら
れ
ま

す
。 

 

「
四
」
の
字
は
、
死
を
連
想
さ
せ
る
こ
と
を
忌
み
嫌

う
の
で
「

二二

」
と
表
し
て
い
ま
す
。
本
村
の
海
前
寺
の

柘
碑
の
中
に
「
嘉
元

二二

年
」（
一
三
〇
六
）
と
あ
り
、
ま
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た
厚
木
市
沼
水
の
熊
野
神
社
の
石
灯
籠
に
も
あ
り
ま

す
。 

 

「
化
」
の
字
は
「 

 

」
と
書
き
、
偏
と
つ
く
り
を

上
下
に
合
わ
せ
て
い
ま
す
。
大
磯
の
東
光
寺
に
は
「
弘

巳巳

年
」
と
刻
さ
れ
た
も
の
が
あ
る
。
こ
れ
は
大
磯
の

地
福
寺
に
も
あ
り
ま
す
。 

 

「
畍
」
は
「
界
」
の
こ
と
で
、
扁
と
つ
く
り
が
左
右

に
書
い
て
い
ま
す
。
湯
河
原
海
岸
の
英
漸
院
に
あ
る
三

界
萬
霊
塔
に
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

「
枩
」
は
「
松
」
で
、
こ
れ
も
偏
と
つ
く
り
を
上
下

に
分
け
て
い
ま
す
。
芹
沢
大
久
保
の
四
松
稲
荷
に
あ
る

幟
旗
に
こ
の
「
枩
」
が
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

「
譱
」
は
「
善
」
と
読
み
、
今
の
と
こ
ろ
三
ヶ
所
を

把
握
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
古
い
字
を
知
っ
て
い
る
人

が
書
い
た
も
の
で
し
ょ
う
。
ま
ず
一
つ
目
は
、
香
川
の

浄
心
寺
の
山
門
を
入
っ
て
す
ぐ
左
手
に
三
本
の
石
塔

が
あ
り
、
そ
の
中
心
の
石
塔
に
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。
二

つ
目
は
堤
の
妙
伝
寺
に
最
近
建
立
さ
れ
た
も
の
、
三
つ

目
は
山
宮
藤
吉
が
南
足
柄
の
宝
福
寺
に
あ
る
松
川
家

の
墓
碑
に
刻
し
た
戒
名
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
松
川

家
は
、
今
は
こ
の
土
地
に
住
ん
で
は
い
ま
せ
ん
。
昔
、

松
田
の
街
中
に
出
て
薬
局
を
や
っ
て
い
た
と
い
い
ま

す
が
、
今
は
そ
こ
に
も
居
な
い
よ
う
で
す
。 

 

さ
て
、
字
と
い
う
か
記
号
と
い
う
べ
き
か
。
禅
宗
の

石
碑
の
最
初
の
書
き
出
し
に
あ
る
も
の
で
「
ウ
ハ
ッ
キ

ュ
ウ
」
と
発
音
す
る
も
の
が
あ
り
、
そ
の
書
き
方
が
三

通
り
あ
り
ま
す
。 

 

ま
ず
、
「
臼
八
烏
」
と
書
く
も
の
が
、
小
田
原
久
野

の
東
泉
寺
、
海
蔵
寺
、
南
足
柄
の
極
楽
寺
な
ど
に
あ
り

ま
す
。 

 

「 
 

」
は
、
つ
く
り
に

、
扁
に
烏
と
書
き
ま

す
。
小
田
原
市
国
府
津
の
小
船
の
広
済
寺
や
湯
河
原
の

英
潮
院
に
も
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
「 
 

 

」
と
縦
に
並
べ
る
よ
う
に
書
く
も

の
が
、
秦
野
の
大
岳
院
に
二
つ
あ
り
ま
す
。 

   

香
川
の
馬
頭
観
音 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

池
田 

卓
郎 

  

大
山
道
の
枝
道
と
い
わ
れ
る
道
沿
い
の
家
に
二
基

の
馬
頭
観
音
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
、
地
元
の
言
い
伝

え
に
よ
る
二
基
と
合
わ
せ
る
と
、
香
川
の
馬
頭
観
音
は

四
基
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
明
ら
か
に
な
っ
た
二
基
は
、

香
川
二
丁
目
の
中
尾
（
仲
尾
と
も
）
と
呼
ば
れ
る
土
地

に
、
昔
か
ら
続
く
農
家
の
庭
と
門
口
に
あ
り
ま
し
た
。

中
尾
は
香
川
小
学
校
の
北
側
に
あ
た
る
一
帯
の
地
名

で
す
。 

 

二
基
の
う
ち
、
庭
に
あ
る
石
塔
（
①
）
は
い
た
み
が

ひ
ど
く
、
わ
ず
か
に
「
観
」
の
字
の
一
部
が
読
み
取
れ

る
だ
け
で
し
た
。 

             

も
う
一
基
（
②
）
は
、
銘
に
「
馬
頭
観
世
音 

昭
和

二
十
年 

熊
澤
健
之
助
建
立
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
は
、
こ
の
家
の
門
口
に
あ
り
ま
す
が
、
建
て
ら
れ
た

当
時
は
少
し
南
の
五
叉
路
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
の

北
側
の
角
に
置
か
れ
て
い
ま
し
た
（
②
の
２
）
。
当
時
、

そ
の
場
所
は
今
よ
り
一
メ
ー
ト
ル
以
上
小
高
い
土
地

で
し
た
。
高
さ
は
、
北
東
（
松
風
台
方
面
）
に
行
く
道

に
沿
っ
て
松
風
台
の
南
公
園
ま
で
、
北
側
は
家
の
近
く

ま
で
続
い
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
砂
丘
の
一
部
と
考
え

ら
れ
、
香
川
の
諏
訪
神
社
や
玄
珊
寺
な
ど
と
同
じ
く
、
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茅
ヶ
崎
の
海
岸
か
ら
７
列
目
に
あ
た
る
砂
丘
列
の
南

端
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
南
の
先
端
は
、
甘
沼
や
大

山
街
道
に
通
じ
る
道
の
門
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
昔

の
香
川
に
と
っ
て
大
切
な
道
路
に
面
し
て
建
て
た
も

の
な
の
で
し
ょ
う
。 

 

こ
の
家
の
当
主
の
話
で
は
、
庭
に
あ
る
塔
は
今
の
家

に
建
て
替
え
る
前
か
ら
同
じ
場
所
に
あ
っ
た
と
い
い

ま
す
。 

 

香
川
に
は
こ
の
他
に
二
基
の
馬
頭
観
音
が
あ
っ
た

こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
基
と
も
大
山
街
道
沿

い
で
す
。
相
模
線
の
踏
切
を
は
さ
ん
で
、
そ
れ
ぞ
れ
東

と
西
へ
三
十
メ
ー
ト
ル
位
の
距
離
の
と
こ
ろ
に
あ
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

            

 

東
側
の
塔
（
③
）
は
、
踏
切
よ
り
東
へ
二
十
メ
ー
ト

ル
位
の
と
こ
ろ
に
大
山
道
よ
り
香
川
の
集
落
へ
向
か

う
道
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
角
に
あ
り
ま
し
た
。
直
径

三
十
㎝
位
の
大
き
さ
の
石
の
他
に
、
二
、
三
の
小
さ
な

石
が
か
た
め
て
あ
り
、
そ
ば
に
高
さ
六
十
セ
ン
チ
メ
ー

ト
ル
程
の
松
の
木
が
生
え
て
い
ま
し
た
。
文
字
が
刻
ま

れ
た
石
は
昭
和
三
十
年
代
に
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

 

そ
の
場
所
に
つ
い
て
、
大
正
三
年
生
ま
れ
の
人
は

「
観
音
さ
ん
」
と
言
い
、
そ
の
父
親
で
あ
る
明
治
十
九

年
生
ま
れ
の
人
は
「
馬
頭
観
音
」
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

西
側
の
塔
（
④
）
は
、
間
門
に
住
む
、
現
在
八
十
代

の
人
の
話
に
よ
る
と
、
踏
切
よ
り
三
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
位
西
に
進
ん
だ
と
こ
ろ
に
あ
た
り
、
そ
こ
に
は
昭
和

四
十
年
代
に
自
動
車
関
係
の
仕
事
場
が
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
の
土
地
の
道
沿
い
に
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。 

   

「
庶
民
の
本
音
」
を
知
る
た
め
に 須

藤 

格 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
文
化
資
料
館
） 

  

現
在
、
文
化
資
料
館
で
は
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
の
多
大
な
る
ご
協
力
の
も
と
、
市
域
の
石
仏
調
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
本
調
査
研
究
の
結
果
を
「
茅

ヶ
崎
の
石
仏
（
仮
）
」
と
し
て
報
告
を
行
う
こ
と
で
、

文
化
資
料
館
の
教
育
普
及
活
動
や
「
ち
が
さ
き
丸
ご
と

ふ
る
さ
と
発
見
博
物
館
事
業
」
な
ど
へ
と
活
用
さ
れ
る

こ
と
が
期
待
で
き
ま
す
。 

 

そ
も
そ
も
石
造
物
た
ち
（
以
下
、
石
仏
）
の
建
立
者

の
多
く
は
、
当
時
の
庶
民
階
級
に
属
す
る
人
々
で
し
た
。

彼
ら
の
心
の
拠
り
所
で
も
あ
っ
た
信
仰
、
い
わ
ゆ
る
民

間
信
仰
は
、
そ
の
表
現
様
式
が
無
形
で
あ
る
た
め
記
録

に
と
ど
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
少
な
く
、
そ
の
中
で
も

石
仏
は
、
近
世
の
庶
民
信
仰
の
一
部
が
表
象
さ
れ
た
も

の
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
石
仏
を
調

査
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
庶
民
の
精
神
的
な
営
み
と
も

い
え
る
「
庶
民
の
本
音
」
を
知
る
手
が
か
り
を
掴
む
こ

と
が
本
調
査
の
目
的
な
の
で
あ
り
ま
す
。 

 

石
仏
を
造
立
す
る
と
い
う
信
仰
行
為
は
、
近
世
か
ら

近
代
に
か
け
て
の
一
時
代
に
み
ら
れ
る
特
徴
的
で
独

自
性
の
あ
る
も
の
で
す
。
か
つ
て
石
造
物
の
建
立
と
は
、

支
配
階
級
に
よ
る
重
要
な
宗
教
行
為
の
ひ
と
つ
で
し

た
。
そ
れ
が
庶
民
階
級
に
移
行
し
、
そ
の
結
果
と
し
て

誕
生
し
た
の
が
近
世
石
仏
と
い
わ
れ
る
も
の
で
す
。
当

時
の
人
口
の
大
多
数
を
占
め
て
い
た
庶
民
が
建
立
者

と
な
っ
た
た
め
、
そ
の
数
量
は
膨
大
で
あ
り
、
造
形
表

現
も
素
朴
な
様
式
の
も
の
が
多
く
み
ら
れ
ま
す
。 

 

信
仰
を
石
で
表
現
す
る
と
い
う
文
化
は
、
近
世
前
期
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に
突
如
出
現
し
ま
し
た
。
そ
こ
か
ら
広
範
囲
に
普
及
し
、

普
遍
的
な
も
の
と
し
て
定
着
し
て
い
く
の
で
す
。
そ
の

傾
向
は
、
市
内
の
石
仏
の
統
計
結
果
（
須
藤
格
著
「
茅

ヶ
崎
の
石
仏
統
計
分
析
報
告
」（
『
文
化
資
料
館
調
査
研

究
報
告
十
五
』
、
二
〇
〇
七
年
）
に
お
い
て
導
き
だ
す

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

現
在
の
石
仏
調
査
で
は
供
養
塔
の
調
査
も
行
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
れ
は
個
人
墓
域
外
の
も
の
に
限
定
し
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
「
庶
民
の
本
音
」
を
知
る
上
で
欠

か
せ
な
い
も
の
が
近
世
墓
標
の
調
査
に
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
庶
民
が
墓
標
を
建
立
す
る

行
為
は
、
長
い
墓
制
の
歴
史
か
ら
み
る
と
、
そ
う
古
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
短
い
歴
史
の
中
で
も

大
き
な
変
化
が
み
て
と
れ
ま
す
。
そ
こ
か
ら
読
み
取
れ

る
事
柄
は
、
近
世
史
の
内
容
を
補
強
す
る
ば
か
り
で
は

な
く
、
文
献
資
料
の
み
で
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
「
本

音
」
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
墓
標
は
考
古
学
的
資
料
と
し
て
も
豊
富
な

情
報
を
有
し
て
い
る
の
で
す
。 

 

今
後
、
石
仏
調
査
で
得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
、
五

輪
塔
や
宝
篋
印
塔
を
は
じ
め
、
板
碑
型
、
舟
形
光
背
型
、

角
柱
型
な
ど
へ
と
変
化
し
て
い
っ
た
近
世
墓
標
の
調

査
を
行
い
、
「
庶
民
の
本
音
」
が
表
象
さ
れ
る
と
い
う

石
仏
建
立
の
文
化
の
出
現
と
そ
の
定
着
に
つ
い
て
、
よ

り
明
確
に
把
握
す
る
こ
と
に
繋
げ
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
市
内
石
仏
調
査
の
次
な
る
段
階
へ
む
け
て
、
引

き
続
き
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
と
と
も
に
、
地
域

の
目
線
か
ら
墓
標
の
調
査
・
研
究
活
動
を
展
開
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

  -------------------------------------------------------------- 

〈
編
集
後
記
〉 

 

今
回
も
皆
さ
ま
か
ら
た
く
さ
ん
の
ご
投
稿
を
い
た

だ
き
ま
し
て
、
「
ち
が
さ
き
の
石
仏
」
第
十
号
を
発
刊

す
る
に
い
た
り
ま
し
た
。
そ
ろ
っ
て
熱
心
な
執
筆
に
感

嘆
さ
せ
ら
れ
る
ば
か
り
で
す
。
こ
こ
に
感
謝
の
意
を
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

 

塩
原
氏
は
、
市
街
地
の
区
画
整
備
が
進
み
ゆ
く
な
か

で
新
し
く
祀
り
な
お
さ
れ
る
石
仏
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

信
仰
心
が
希
薄
に
な
っ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
現
代
社

会
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
に
再
建
を
遂
げ
る
姿
か
ら

は
、
人
々
の
心
に
深
く
と
け
こ
む
信
仰
の
姿
が
み
て
と

れ
る
よ
う
で
す
。 

 

金
子
氏
は
、「
『
さ
か
な
み
ち
』
と
名
前
が
つ
い
て
い

る
が
、
本
当
に
あ
の
場
所
か
ら
魚
を
運
ん
で
い
た
の
だ

ろ
う
か
」
と
い
う
疑
問
か
ら
、
道
標
に
示
さ
れ
た
道
を

現
在
の
道
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
証
し
て
い
ま
す
。 

 

加
藤
氏
は
、
市
内
に
あ
る
珍
し
い
石
造
物
を
紹
介
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
全
国
的
に
も
み
て
も
特
異
性

の
あ
る
石
造
物
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け
茅

ヶ
崎
に
お
け
る
石
仏
信
仰
が
盛
ん
で
あ
っ
た
と
い
う

こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。 

 

な
お
、
補
足
す
る
と
、
な
ぜ
道
祖
神
が
境
の
神
で
あ

る
塞
神
（
サ
エ
ノ
カ
ミ
）
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
っ

た
の
か
と
い
う
と
、
『
和
名
類
聚
抄
』
と
い
う
平
安
時

代
の
辞
書
に
は
、
「
道
祖
」
と
い
う
項
目
に
そ
の
別
名

と
し
て
「
佐
部
乃
加
美
（
さ
え
の
か
み
）
」
と
書
か
れ

て
あ
り
ま
す
。
道
祖
と
は
旅
の
安
全
を
祈
願
す
る
中
国

の
行
路
の
神
の
こ
と
で
す
。
そ
の
行
路
の
神
と
い
う
性

格
か
ら
境
を
守
る
神
と
重
ね
合
わ
せ
ら
れ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
蔵
信
仰
が
広
ま
る
と
と
も

に
、
こ
の
世
と
あ
の
世
の
境
に
立
っ
て
死
者
を
救
う
と

い
う
地
蔵
菩
薩
が
サ
エ
ノ
カ
ミ
と
重
な
り
、
こ
ち
ら
も

境
の
神
と
し
て
一
般
に
普
及
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。 

 

飯
岡
氏
は
、
再
建
前
の
も
の
が
現
存
し
て
い
る
地
蔵

菩
薩
に
注
目
し
、
そ
の
道
標
の
内
容
が
再
建
時
に
追
加

さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
両
者
の
銘
文
の
違
い

か
ら
当
時
の
賑
わ
い
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。 

 

樋
田
氏
は
、
前
々
回
に
引
き
続
き
、
特
異
な
異
体
字

が
表
記
さ
れ
て
い
る
石
造
物
を
、
市
内
の
み
な
ら
ず
市

外
に
ま
で
足
を
延
ば
し
広
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。 

 

池
田
氏
は
、
香
川
で
新
た
に
発
見
さ
れ
た
道
祖
神
に

つ
い
て
報
告
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
発
見
に
巡
り
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あ
う
と
、
市
内
に
人
知
れ
ず
眠
っ
て
い
る
石
仏
が
ま
だ

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
期
待
に
胸
が
躍
ら
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
、
移
り
変
り
の
激
し
い
昨
今
の
住
宅
事

情
の
な
か
で
は
、
同
じ
土
地
で
眠
り
続
け
る
と
い
う
状

況
も
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

 

人
々
は
な
ぜ
石
や
自
然
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
も
の

に
畏
敬
の
念
を
抱
く
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、
す
べ

て
の
も
の
に
魂
が
宿
る
と
い
う
精
霊
信
仰
、
い
わ
ゆ
る

ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
精
神
が
、
日
本
人
の
心
の
な
か
に
深
く

根
付
い
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
石
造
物
か
ら
は
人
々
の
心
の
拠
り
ど

こ
ろ
で
あ
っ
た
神
さ
ま
の
姿
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
、
そ
こ
か
ら
地
域
の
人
々
に
よ
る
民
間
信
仰
を
み
て

と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
急
変
す
る
時
代
の

流
れ
の
前
に
お
い
て
は
、
石
造
物
も
そ
の
様
相
を
変
え

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
心
苦
し
い
現
状
で
は
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
変
化
の
流
れ
を
見
定
め
、
次
世
代
へ
歴
史
の
精
神

を
つ
な
げ
る
バ
ト
ン
渡
し
も
、
現
在
を
生
き
る
私
た
ち

に
託
さ
れ
た
役
目
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
文
化
資
料
館 

芦
葉
抄
苗
） 

     

   
 

〈
お
知
ら
せ
〉 

 

茅
ヶ
崎
市
文
化
資
料
館
で
は
、
市
教
育
委
員
会
で 

 

収
蔵
し
て
い
る
民
俗
資
料
を
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 

の
皆
様
と
協
力
し
て
、
調
査
・
整
理
・
保
存
・
展
示 

な
ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
一
環
と
し
て
、
長
年
に
渡
り
石
仏
調
査
を
行 

い
、
市
内
に
点
在
す
る
石
造
物
一
、
〇
三
九
点
（
二 

〇
〇
七
年
三
月
現
在
）
を
把
握
す
る
に
い
た
り
ま
し 

た
。
現
在
、
そ
の
調
査
カ
ー
ド
を
も
と
に
、
調
査
研 

究
報
告
書
の
発
行
に
む
け
て
、
採
寸
項
目
の
見
直
し
、 

石
造
物
の
ス
ケ
ッ
チ
図
の
作
成
、
銘
文
内
容
の
再
確 

認
等
の
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

 
資
料
の
整
理
は
毎
週
木
曜
日
、
ま
た
石
仏
に
関
す 

る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
な
ど
を
毎
月
第
三
金
曜
日 

に
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ 

ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

 

※ 

ご
不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
一
面
に
記 

 
 

載
し
て
お
り
ま
す
連
絡
先
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

    

   
[

石
仏
調
査
の
様
子] 

                     


